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【H30 花巻中「学力向上アクションプラン」の目標】 
 ※ 「学⼒向上アクションプラン」・・・「『確かな学び・豊かな学び』実現プラン」の花巻市版 

（１）⽣徒質問紙の「授業内容がよくわかる」の 1，2 番の回答（肯定）を平均して 85％以上にする。 
（２）平⽇の家庭学習 2 時間以上の⽣徒の割合が 20％を上回る。 
 

【組織的な対応で工夫した点】 
（１）校内体制の整備  研究部と学年との連携を図り、組織的・効率的に推進できる体制を整備した。 
（２）目標の共通理解  各種調査結果を分析し、その結果を踏まえた「学⼒向上アクションプラン」 

について、共通理解を図った。 
（３）わかる授業の実現    ⼀⼈⼀授業（⼀⼈⼀回の授業公開）により、ユニバーサルデザインの⼿法を 

⽣かした「わかる授業づくり」の実現を⽬指した。 
（４）家庭学習の習慣化と充実   研究部、学年・学級、⽣徒会活動の連携をする中で、家庭学習の習慣化と充実 

を図った。 
 
【具体的な取り組み】 
（１）校内体制の整備 

研究部が提案した学⼒向上アクションプランが
具体的に実施されるよう、各学年に学⼒向上担当 
を置き、全国学⼒・学習状況調査や県学習定着度状
況調査及び校内のアンケート結果を分析した。この
結果を教科部会等で共有することで、授業改善のヒ
ントにしたり家庭学習の充実に寄与したりした。 

また、学期末反省を受けて、学⼒向上に特化したプロジェクトチームを作り、学⼒向上のために具
体的に学校全体で取り組む内容についての⽅策を考え、それを推進させた。10 ⼈程度のプロジェク
トチームなのでかなり深まった論議ができ、全職員確認の下での取り組みができている。 

（２）目標の共通理解 

① 前年度の調査結果を受け、「わかる授業の推進」と「⼒が⾝につく家庭学習」をまなびフェスト
の数値⽬標に掲げ、教職員のみでなく、保護者にも周知し協⼒を求めた。 

下表はまなびフェストで⽰した数値⽬標と結果を⽰している。 
 「授業がよくわかる」平均 ※１ 家庭学習 2 時間以上 ※１ 

数値⽬標 結果 数値⽬標 結果 
平成 30 年度 85％ −  ※２ 23％ −  ※２ 
平成 29 年度 80％ 81％ 20％ 21％ 
平成 28 年度 − 73％ − 10％ 

  ※１「授業がわかる」「家庭学習 2 時間以上」の平均は、全国学調、県学調、⽣徒アンケートの３調査の平均とする。 
   ※２ 本年度の結果については３学期に出し、来年度の数値⽬標につなげる。 

校内研究推進と家庭学習の定着による学⼒向上の取組 



② 各種調査をもとに、課題となっている内容とその内容にかかわる単元の指導や⾔語活動の充実
を図るための取組について、各教科部会で協議した。課題となっている点の解決のため取組を各
教科でまとめ、⼀⼈⼀授業の研究会で協議を深めた。 

教科 教科の取組 

国語 「考えたことをまとめて書く」ことに課題があることから、振り返りや単元のまと
めとして「書くこと」を取り⼊れる。 

社会 視覚化、共有化の視点を持ち、資料の読み取り、⾃分の考えを深める授業づくりを
重点とする。家庭学習にワーク、プリントを活⽤し基礎・基本の定着を図る。 

数学 グループ学習、ペア学習により、⾃分の考えを伝えたり、他の考えから理解を深め
たりする。ワークやドリルを活⽤し家庭学習の充実を図る。 

理科 振り返りをしやすい板書づくりをする。思考を深めるためグループ活動を設定す
る。実験、映像、実物、模型の提⽰などで、視覚化の積極的活⽤をする。 

英語 ねらい、学習課題を明確にして、ステップを踏んで活動をさせる。授業で扱った基
礎的基本的事項を定着させ、積極的に活動につなげる。 

保健体育 ICT の活⽤により視覚化を図り、運動の構造化、技能習得の助けとする。授業の⾒
通しを伝え、落ち着いた取り組みとなるようにする。 

技術・家庭 
⾳楽 
美術 

単元や単位時間において⾝につけさせたい⼒を明確にして課題提⽰、振り返りを確
実に⾏う。 
資料提⽰の⼯夫をし、具体的なイメージで考えたり、想像しやすくする。 

特別⽀援 ⽣徒の実態に応じた教材を⼯夫する。習熟時間の確保をする。 

 
（３）わかる授業の実現 〜 ユニバーサルデザインの⼿法を⽣かした⼀⼈⼀授業 〜 
   授業⼒向上や授業改善を⽬指し、教師⼀⼈⼀⼈が授業を公開し、お互いに助⾔できる機会を設定した。 

全教科、全領域でユニバーサルデザインの⼿法を⽣かし、すべての⽣徒にわかる授業づくりを⽬指した。
また、「いわての授業づくり 3 つの視点」も重点項⽬として確認した。以下その視点を⽰す。 

 
① 個⼈やグループでの活動場⾯を設定し、互いに認め合う場⾯を設定する中で理解を深めさせる。 

  ② 学習⽤具や話し⽅などの授業中のルールを明確にし、全校共通で学習を進めていく。学習課題を明
確にし、⽣徒と共有して授業を展開する。 

  ③ 実験や操作、劇化等を通じて理解を深める。 
  ④ 既習事項を復習する場⾯、本時の内容を定着 

する場⾯を授業の中に位置づける。 
  ⑤ 学習の成果を実感したり、学習のプロセスを 
   振り返ったりする中で、わかった・できたとい 

う思いを持たせる。         
       

 

 

 グループで考えた演出で、英語発表＝英語一授業 



（４）家庭学習の習慣化と充実 

  ① 年間をとおして家庭学習が継続されるよう、共通指導項⽬を確認しあい、年度当初に各学年ごと 
   に家庭学習の仕⽅についてガイダンスを⾏う等、徹底を図った。 

 
〇 ⾃主学習ノート 1 ⽇ 2 ページ、1 週間 14 ページ、テスト前 1 ⽇ 3 ページ 
〇 1 週間でやりきれなかった分は（部活動のない）⽉曜⽇に⾏う。 
〇 ワークは 3 ページでノート 1 ページ分として数える。（教科や期間は学年で確認。） 

 
② 「⾃学のてびき〜⼒になる⾃主学習の仕⽅ 

を⾝につけよう！〜」により、家庭学習のや 
り⽅を指導した。 

 
 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 4 ⽉、6 ⽉、7 ⽉、9 ⽉、10 ⽉、11 ⽉、2 ⽉に家庭学習強化週間を設け、学年・学級・⽣徒会が連

携して家庭学習推進の取組を展開した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
           

＜ 各学年共通の家庭学習の約束 ＞ 

（各学年・学級のルールを明確に示した） （日程を示し、各自が計画的に実施できるようにした） 

(学年通信で時間や勉強方法の提示) 

（学級でも意欲を高めた） 

（プロジェクトチームによる取組の中間調査）



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【成果】 
（１）家庭学習の定着について 
   ⽇常的にその良さが実感できるように定期テストや⾃⼰診断テストの⽇程と関連させて計画させ

たり、家庭学習と授業を連動させて授業を展開したりすることにより、2 時間以上の家庭学習の習慣
が⾝についてきた。 

（２）わかる授業づくりについて 

   ユニバーサルデザインの⼿法を取り⼊れた授業づくりを全職員で取り組んだ。特に学習課題の設定
と振り返りを重点にしてきた。振り返りについては、わかったことの記述や類題を解かせ理解度を⾒
取ることにより、⽣徒⼀⼈⼀⼈の達成状況を把握することができ、次時に⽣かすことができた。 

（３）今年度の目標の達成状況 

   ① ⽣徒質問紙の「授業内容がよくわかる」1，2 番（肯定）の回答【全国学⼒・学習状況調査】  
     国語 数学 理科 
平成 30 年度 ― 69.7％ 80.3％ 
平成 29 年度 76.1％ 60.7％ ― 

   ② 平⽇の家庭学習時間 2 時間以上の⽣徒【全国学⼒・学習状況調査】   
平成 30 年度 28.5％ 
平成 29 年度 18.0％ 

③ ⽣徒質問紙「授業内容がよくわかる」の 1，2 番（肯定）の回答【岩⼿県学習定着度状況調査】  
 国語 社会 数学 理科 英語 

平成 30 年度 76％ 83％ 74％ 88％ 60％ 
平成 29 年度 90％ 94％ 83％ 77％ 69％ 

④ 平⽇の家庭学習 2 時間以上の⽣徒【岩⼿県学習定着度状況調査】  
平成 30 年度 22％ 
平成 29 年度 21％ 

 

（生徒会による良い自学ノート紹介も効果があった。全学年で発行した） 


